








I.研究の目的

　ここ数年来,筆者らは,独自に開発した「行動軌跡記録装置」(behavior locus

recorder)を用いて,障害児,特に精薄児を中心に,彼等の行動の様式を,一定の

条件下で,客観的に記録し,分析を行なって来た。


